
－183－ 

平成29年３月橋本市議会定例会会議録（第４号）その5 

平成29年３月８日（水） 

       

 

○議長（中本正人君）順番16、16番 岡本君。 

〔16番（岡本安弘君）登壇〕 

○16番（岡本安弘君）皆さん、こんにちは。

16番目の質問者となりました。風邪なのか花

粉症なのかわかりませんが、ちょっと鼻が詰

まっておりまして、お聞き苦しいところもあ

ろうかと思いますけれども、ひとつどうかよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、議長のお許しをいただきました

ので、通告に従いまして一般質問を始めます。

いろいろとご意見も聞こえてきますが、今回

も、人に、景気に、まちの未来に真っすぐと

いう私のモットーのもと質問いたします。 

 １項目めに、人に真っすぐということで、

高齢者対策についてであります。 

 厚生労働省の2015年１月の発表によると、

日本の認知症患者数は、2012年時点で全国に

約462万人、65歳以上の高齢者の７人に１人と

推計され、約10年で1.5倍にも増えるとの見通

しであります。全国で認知症を患う人の数が、

2025年には700万人を超えるとの推計値も発

表され、65歳以上の高齢者のうち５人に１人

が認知症に罹患するとされています。2013年

12月に英国ロンドンで、Ｇ８認知症サミット

が開催、2014年11月には、認知症サミット日

本後継イベントが開催され、安倍総理大臣は

我が国の認知症施策を加速するための新たな

戦略を策定するよう、厚生労働大臣に指示い

たします。新たな戦略は厚生労働省だけでな

く、政府一丸となって生活全体を支えるよう

取り組むものとします。また、塩崎厚生労働

大臣は新たな戦略の作成にあたっての基本的

な考え方として、１、早期診断・早期対応と

ともに医療・介護サービスが有機的に連携し、 

 

 

認知症の容態に応じて切れ目なく提供できる

循環型のシステムを構築する。２、認知症高

齢者等にやさしい地域づくりに向けて、各町

横断的な総合的な戦略とする。３、認知症の

方ご本人やそのご家族の視点に立った施策を

推進すると言われています。本市においても

認知症高齢者の増加が予想される中、国の施

策にしっかりとベクトルを合わせた橋本市高

齢者福祉計画を策定し、認知症となっても住

み慣れた地域で、その人らしく生活が営める

ようなやさしいまちづくりを推進していく必

要があると考えます。 

 そこで、認知症高齢者等にやさしいまちづ

くりという観点からお伺いいたします。昨年

６月より開始となりました高齢者等見守り・

安心ネットワーク事業について、事業開始よ

り約10カ月、現在までの登録者数は何名です

か。昨今、行方不明事例が発生し、防災無線

等での呼びかけを聞きますが、ここ数年の行

方不明者捜索件数は何件ですか。 

 大項目にもある認知症徘徊高齢者捜索模擬

訓練についての当局のお考えをお聞かせくだ

さい。 

 ２項目めに、景気に真っすぐということで、

本市の企業誘致についてお尋ねします。 

 今まで多くの同僚議員からさまざまな切り

口で質問され、平成28年８月の「広報はしも

と」でも、平成17年度から取り組んだ、いわ

ゆる第一期企業誘致事業についての成果が特

集されておりました。若者の働く場所を確保

し定住していただくために、また、本市以外

の地域から定住していただくために、積極的

に進めてきたことが伺えます。来る18日、京

奈和自動車道が阪和道に接続され、交通アク
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セスも充実し、本市にとってもいよいよとの

感がします。次年度予算にもその経費が計上

されている第二期企業誘致までは少し期間が

あり、これからの橋本市の発展を考えていく

上で、また、本事業を成功に導く上からも、

これまでの12年間を振り返る必要性を感じま

す。 

 そこで、改めて現時点での企業誘致による

従業員数、税収といった現在の実績及び企業

誘致施策に取り組んだことによる効果といっ

た企業誘致の総括についてお答えください。 

 次に、橋本市としての第二期企業誘致事業

として位置付けられる、（仮称）あやの台北部

用地の造成事業についての事業費、進捗状況、

今後のスケジュールといった概要、及び、（仮

称）あやの台北部用地への企業誘致戦略につ

いてお聞かせください。 

 ３項目めに、まちの未来に真っすぐという

ことで、市道の維持管理についてお尋ねしま

す。 

 元気なまち橋本市の実現に向けて、住んで

よかった、住みたくなるまちをめざし、さま

ざまな施策で人の流れを本市に向かわせる地

方創生に取り組んでいます。しかし、他府県

ナンバーが多く走行する市内の市道において

でも、陥没等の修理必要箇所が数多く見られ、

修繕必要な道路が増加しているように思われ

ますが、それらの現状と対策についてお尋ね

します。 

 また、あわせて、草刈り等の維持管理につ

いてもご返答ください。 

 以上、壇上からの質問を終わらせていただ

きます。明確なご答弁をよろしくお願いいた

します。 

○議長（中本正人君）16番 岡本君の質問項

目１、認知症徘徊高齢者捜索模擬訓練に対す

る答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（石橋章弘君）登壇〕 

○健康福祉部長（石橋章弘君）高齢者等見守

り安心ネットワーク事業は、平成28年度から

開始した事業であり、認知症などで行方不明

になるおそれのある人を事前に登録していた

だき、登録内容を警察・消防本部と共有し、

行方不明時に迅速に対応できるようにするも

のです。協力機関や市民の皆さまに行方不明

者の情報を提供し、心当たりがあれば連絡を

いただくことで早期発見につなげます。 

 まず、平成29年２月末現在の登録者数は22

名です。 

 次に、高齢者等見守り安心ネットワーク事

業に係る捜索件数は２件です。それ以外に、

捜索するまでに発見した事例が２件ありまし

た。 

 次に、認知症徘徊高齢者捜索模擬訓練につ

いてお答えします。高齢者等見守り・安心ネ

ットワーク事業は開始してまだ１年も経過し

ておらず、登録人数も22名であり、啓発を今

後さらに行う必要があります。多くの方に知

っていただくためにも模擬訓練を考えてまい

ります。 

○議長（中本正人君）消防長。 

〔消防長（寺垣内 守君）登壇〕 

○消防長（寺垣内 守君）次に、消防本部の

行方不明者捜索件数についてお答えします。 

 消防では、過去５年間で７件の捜索依頼が

あり、消防本部・消防団が捜索活動を実施し

ております。 

 近年、少子高齢化が急速に進み、それに伴

い認知症高齢者の増加が見込まれることから、

捜索依頼件数の増加も考えられます。 

 行方不明者の捜索依頼があった場合には、

早急な対応が必要となりますので、消防とし

ましては即時対応をできるよう、より充実し

た初動体制の構築を図っていきます。 

○議長（中本正人君）16番 岡本君、再質問
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ありますか。 

 16番 岡本君。 

○16番（岡本安弘君）ご答弁ありがとうござ

います。高齢者等見守り・安心ネットワーク

事業に係る捜索件数は２件、それ以外に捜索

するまでに発見した事案が２件ということで

ございました。 

 消防等に捜索の依頼がなくて、近隣の方に

よって発見されたというようなこともお聞き

する中で、行方不明になる前に、未然にとい

うか、防げた件数を入れると、かなりの数に

なるのかなと思うわけでございますけれども、

この高齢者等見守り・安心ネットワーク事業

が昨年６月から開始となっているわけですけ

れども、登録されている方の行方がわからな

くなった場合に、捜索に至るまでのこの伝達

の経路についてはどうなっておりますか。 

○議長（中本正人君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）お答えをいた

します。まず、答弁でも申し上げましたとお

り、高齢者等見守り・安心ネットワーク事業

では、登録情報をいただき、いきいき長寿課

あるいは消防本部、警察でまず共有しており

ます。警察等から登録者が行方不明になった

との情報があった場合は、いきいき長寿課か

ら消防本部と担当ケアマネジャーに連絡をす

ることとしております。 

 次に、協力機関へ行方不明者の情報をファ

クスを行います。この協力機関とは事前に協

力をお願いしました、橋本市社会福祉協議会

や介護保健事業所、その他、社会福祉施設な

どで、平成29年２月末現在で61ございます。

そうしたことで、捜索の情報提供を行うとい

うことになります。それから、家族の希望が

ございましたら、希望というか同意をいただ

きまして、防災行政無線や防災はしもとメー

ルにより市民の皆さまに協力を求めると、こ

ういうことになってございます。また、同時

に、居住区の区長、自治会長あるいは民生児

童委員の皆さまにも連絡を差し上げるという

手順になってございます。 

○議長（中本正人君）16番 岡本君。 

○16番（岡本安弘君）ありがとうございます。

今、部長もおっしゃられたように、希望や同

意を得て防災行政無線や防災はしもとメール

で皆さんに呼びかけるというようなことをお

っしゃられておりますけれども、私が聞く中

ででも、やはり市民の皆さんに呼びかけて情

報をいただくというのは大切であると思うん

ですけど、何分、やっぱりご家族の気持ちで

あったり、そういう無線で皆さんに声をかけ

るというのをためらうようなご家族もいると

いうふうなこともお聞きいたしております。 

 人命優先ということも考えますと、やはり、

防災行政無線等々も利用して、広く情報を収

集するには有効なツールであると思うわけで

すけれども、やはり認知症の家族となると、

表に知られるのをちょっとためらうよという

ようなご家族も、我々勉強している中でそう

いうこともお聞きするわけなんですけれども、

先ほども申しましたように、やはり情報を広

くいただくというには必要であると思うにあ

たって、ご家族さまにこの防災行政無線とか、

防災はしもとメール等での皆さんの呼びかけ

をご理解いただくために、ご配慮というか、

重要性の説明というのは、ご家族にはどうい

うふうにされておりますか。 

○議長（中本正人君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）今のおただし

の実際防災行政無線でそういう情報を流すと

きでありますとか、あるいは、防災はしもと

メールで配信するご家族へのご説明なり、あ

るいは同意をいただくことも兼ねて、過去、

今２件だけしか発生しておりませんけれども、

いきいき長寿課の担当者がご家族のところに

参って、直接行って面談しながら、その効果
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なり、捜索においてはいち早く発見すること

の重要性等々を十分ご説明申し上げ、言い方

をかえれば、これを利用したほうがというふ

うな強いお勧めをするということに、実際、

過去２件はこうなっております。 

○議長（中本正人君）16番 岡本君。 

○16番（岡本安弘君）ありがとうございます。

やはり、広く市民の皆さんに呼びかけて情報

をいただく、早急に対応するというのは重要

であると思いますので、その辺のところのご

配慮というのはまたよろしくお願いします。 

 先ほどからも言っているように、早期発見

のために、やっぱり市民の皆さまから不明者

の方の情報を少しでも多く、しかも速くいた

だくというふうなことが大変重要と考えるわ

けでありますけれども、この防災行政無線等

での呼びかけに対して、市民の皆さまの反応

というか、対岸の火事でなくて、地域で支え

るというような意識も強く持っていただきた

い。また、それがこの啓発活動の一つとして

なるのかなというところで、今回提案させて

いただいた認知症徘徊高齢者捜索模擬訓練と

いうものを位置付けているわけであります。 

 私ごとでありますけれど、以前、介護支援

専門員をさせていただいたころのお話なんで

すけど、たしか５年か６年ぐらい前になると

思うんですけど、直接自分が担当していた方

ではないですけれども、少し相談に乗ったっ

てほしいよというような形で、いろいろご家

族とか、本人さんとかと面談させてもうたり

とか、いろいろお話をさせていただいていた

んですけれども、その方はまだ高齢者という

よりは、若干、お若い方で、お若いからこそ

認知症の進行状態というのも、要介護３ぐら

いの方でございました。やはり帰ってこれな

いというふうなリスクも少なからず持ってお

ったわけですけど、まだそれほど重篤化とい

うような周りの意識もございませんでした。 

 しかしながら、ある日突然、行方がわから

なくなりまして、数日後には亡くなって発見

されたというような事例がありまして、私自

身もまだすごく、その当時、ショックを受け

たというような記憶がいまだに残っておりま

す。その中で、防災行政無線で直近ですと、

先月か先々月でしたか、不明者の放送なんか

も聞くわけですけど、やはりその当時のこと

というのがいまだにまだ自分の記憶の中にも

残っておりますし、そのときに何かできなか

ったのかとか、こういうこともしておけばよ

かったのかなというような後悔というのも、

いまだにまだ残っているわけでして、こうい

う形で亡くなってしまうという、ご家族の気

持ちだったりとか、関係者のつらい気持ちと

いうのが、１件でもこういった事例というの

がなくなったらいいのかなというふうに思い

まして、今回、提案させていただいたわけで

あります。 

 大きなところでいいますと、福岡県の大牟

田市では、名称を「認知症ＳＯＳネットワー

ク模擬訓練」と題しまして、大規模な訓練を

されておるわけですけれども、市内全域、校

区単位で約3,000人というような大規模な訓

練をされておるわけなんですけれども、それ

をいきなり本市でしてほしいよというわけで

はございません。そういった大規模でなくて、

小規模なところを、まずはモデル地区という

のを決めていただいて、地区単位でも結構で

す。小規模な認知症の徘徊高齢者模擬訓練か

ら取り組んでいただきたいなと思うんですけ

れども、部長、そのあたりはいかがですか。 

○議長（中本正人君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）これから具体

的な実施方法については検討していくわけで

すけれども、現時点、イメージとして持って

いますのが、やはりまずはじめには一定の地

域を設定し、日程を定めた上で行うこと、そ
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の地域の方々の皆さまに回覧等でそういうこ

とを行いますよというふうなことをまず事前

にお知らせしてということは、この制度自体

のＰＲ自体も含めていきたいということで考

えております。それと、この模擬訓練が結局、

これをもとにＰＲしたい、周知していきたい

という考え方がございます。また、当日は、

いわゆる認知症の方々に対する声かけの方法

なども、啓発の一つの要素としていきたいな

というふうなことを想定しております。 

○議長（中本正人君）16番 岡本君。 

○16番（岡本安弘君）部長、ご答弁ありがと

うございます。先ほども壇上でご答弁いただ

いたんですけれど、啓発、今後さらに行う必

要がありますよというようなご答弁でござい

ました。今もおっしゃっていただいたように、

多くの方に知っていただくというのが必要で

あります。それと、模擬訓練を考えてまいり

ますというようなご答弁であったかと思いま

す。それについてですけれども、調査研究と

いうのは必要であろうかと思うんですけれど、

だいたいで結構ですので、いつ頃をめどに、

小規模から始めていただけるというようなお

考えをしておられますか。 

○議長（中本正人君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）まだ、具体的

な時期まではいっておりませんが、平成29年

度中には１箇所からとりあえず、できるとこ

ろから取り組みたいというふうに考えており

ます。 

○議長（中本正人君）16番 岡本君。 

○16番（岡本安弘君）部長、ご答弁ありがと

うございます。平成29年度中には、小規模な

ところから、小さな地区からでもやっていた

だけるということでありますので、またよろ

しくお願いいたします。 

 本市においては、高齢者の施策というか、

横出しのサービスであったりとか、私も受け

ました認知症サポーター養成講座、また、高

齢者等見守り・安心ネットワーク事業等を含

めまして、近隣の高齢者施策よりは先進的に

ご尽力いただいて、大変な汗をかいていただ

いていると感謝しているわけでございます。 

 それと、最後になりますけれども、この認

知症徘徊高齢者模擬訓練を小規模から始めて、

行く行くは希望ですけれども、いきいき長寿

課をはじめ、警察その他、関係機関のもと、

大規模に行っていただきたいなというような

希望も持っております。この模擬訓練を通し

まして、先ほど、部長からも答弁ありました

ように、訓練参加者が認知症の方に声をかけ

る、認知症に対する関心や理解を深めていた

だく、そういうきっかけになることを私も期

待しているわけでございます。この模擬訓練

を通しまして、認知症となっても安心して暮

らせるまち橋本市となったらいいのかなとい

うことを切に願いまして、この１項目めの質

問は終わらせていただきます。 

○議長（中本正人君）次に、質問項目２、本

市の企業誘致に対する答弁を求めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済推進部長（笠原英治君）本市の企業誘

致についてお答えします。 

 本市では、平成17年度より若者の働く場所

を確保し、本市に定住していただくとともに、

ほかの地域から本市に移住していただくため

に企業誘致を積極的に進めてきました。 

 京奈和自動車道の供用区間の延伸による大

阪市内、名古屋方面からの本市への交通アク

セスの向上をはじめ、近隣の企業団地と比較

して低廉な用地単価設定、さらに、トップセ

ールスをはじめとする本市の熱心な企業誘致

活動により、多くの企業に進出いただいてい

ます。 

 現在、進出協定締結企業は33社にのぼり、
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そのうち28社が操業済みとなっています。今

後、進出協定を締結していない用地取得済み

企業も合わせて、13社の操業が予定されてい

ます。 

 誘致企業の従業員数は、現在、814名となっ

ており、そのうち、正社員585名、非正社員229

名となっています。また、地元雇用者数は467

名であり、そのうち、正社員270名、非正社員

197名となっています。一方、本市企業誘致用

地の売却収入等を積み立てる企業誘致対策基

金の残高については、平成27年度末時点で約

６億479万円となっており、今年度の見込み額

を合わせると、残高は約７億2,000万円となる

予定です。 

 企業誘致による税収については、平成17年

度から平成27年度までの法人市民税及び固定

資産税を合わせて約４億1,570万円の増収と

なっています。 

 以上のことから、企業誘致による全体効果

は着実に現れていると考えています。 

 次に、（仮称）あやの台北部用地造成事業

についてお答えします。本事業については南

海電気鉄道株式会社が住宅開発を事業凍結し

た大規模未利用地を新たな企業用地として開

発すべく、平成25年３月に和歌山県・南海電

気鉄道株式会社・橋本市で企業団地造成に向

けた基本協定を締結し、平成28年２月に三者

で費用負担等の詳細を定めた細目協定を締結

しました。 

 事業の概要については、総開発予定面積約

140haの用地を２分割し、第一次事業で約84ha

を開発し、約29haの有効誘致面積を確保する

計画となっており、第一次事業にかかる事業

費は約60億円を見込んでいます。なお、今回

の開発事業については、南海電気鉄道株式会

社より用地を無償譲渡いただくため、第一次

事業費約60億円は環境影響評価等の調査費用、

及び造成費用のみとなります。進捗状況及び

今後のスケジュールについては、現在、環境

影響評価に着手しており、平成30年度末に完

了する予定です。これに並行して詳細設計及

び関係法令の手続きを進め、平成31年度より

造成工事に着手し、平成34年度に造成工事を

完了する予定です。 

 なお、第一次事業費約60億円の負担につい

ては、本市のみの負担でなく、三者で負担す

ることになっており、本市負担額については、

企業誘致対策基金及び起債等を活用します。 

 最後に、今後の企業誘致戦略については、

造成完了まで長期間を要するため、経済状況

の変化を的確に捉えることは困難であります

が、和歌山県の持つ企業情報及び南海電気鉄

道株式会社の民間営業ノウハウを生かした経

営戦略を三者で検討し、将来性のある元気な

企業を誘致することにより、地域経済の振興

につなげたいと考えております。 

○議長（中本正人君）16番 岡本君、再質問

ありますか。 

 16番 岡本君。 

○16番（岡本安弘君）部長、ご答弁ありがと

うございます。 

 壇上からご答弁いただきまして、平成17年

度から平成27年度まで取り組んできた企業誘

致施策についてですけれども、地元雇用者数

が467名と、法人市民税及び固定資産税を合わ

せて４億1,570万円の増収といった実績につ

いてご答弁いただいたわけであります。改め

て、この橋本市の企業誘致というのは成功し

ているんだなというふうなことを感じました。 

 しかし、この平成17年度より今日までの約

12年間取り組んできた中では、今おっしゃら

れたような成功事例ばかりではなくて、ご苦

労をされたというような点も多くあるのかな

と思うわけであります。そこで、また一つお

伺いしたいんですけれども、誘致企業の中で、

これまでに撤退した企業があった場合、撤退
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理由やその空き工場の現状というのはどのよ

うになっておりますか。それと、今後、13社

の企業が操業予定とのことでありますけれど

も、その企業の操業時期などについて、わか

る範囲でご答弁いただきたい。それと、もう

一点なんですけれども、平成28年度末に７億

2,000万円の残高となる見込みの企業誘致対

策基金ですか、これについて過去からさかの

ぼって、一般会計などからの繰り入れなどは

あったのかについてお尋ねします。 

○議長（中本正人君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）大きく三点ご

質問あったかと思います。 

 まず、１件目の撤退企業についてですけど、

今までの企業誘致の中で撤退した企業は１社

だけございます。企業名は伏せさせていただ

きます。この撤退理由につきましては、非常

に経営状況はよかったんですけど、円高によ

る原材料の高騰と、取引先が海外へ生産拠点

を移したということで国内取引が非常に減少

したようです。そういったところから、撤退

した理由となっております。撤退した後の場

所なんですが、そこの用地、建物については、

もう事前に、それまでに誘致しておりました

企業が追加購入していただいて、今、既に稼

働しておる、そういう状況でございます。 

 13社、これから創業する時期なんですが、

それにつきましては職員が定期的に企業訪問

させていただいて、企業に対してのフォロー

アップと、それと、できるだけ早く稼働して

いただけるように確認をとっておるわけなん

ですが、以前でしたら、用地を取得後、すぐ

に工場建設を着手していただくそういう企業

が多かったんですが、最近は非常に近畿圏内

でも工業団地が少なくなってきておって、設

備投資とか操業予定もあるんですが、とりあ

えず先行投資として土地だけ買っておこうと、

そういう企業も増えています。そういう関係

でなかなか操業に至っていないんですけど、

引き続いて職員が出向いて、操業を促してい

きたいと思っております。 

 それと、三点目の基金についてですが、企

業誘致の対策基金への一般会計からの繰り入

れはあったのかというおただしであったんで

すが、これについては今までございません。

企業誘致用地の売却収入から、造成なんかの

そういった事業費を差し引いた残額を積み立

てております。 

 以上であります。 

○議長（中本正人君）16番 岡本君。 

○16番（岡本安弘君）ありがとうございます。

一般会計からの繰り入れはないよということ

でございました。本市所有の企業誘致用地の

売却収入から、整備費用等を差し引きした残

高を企業誘致対策基金として積み立てている

というご答弁でございました。橋本市として

の企業誘致の第二期事業となる、（仮称）あや

の台北部用地造成事業についてですけれども、

今後、戦略的な企業誘致ということは大変重

要であろうかと思うんですけれど、その観点

から、やはりこの事業の見える化というのが

必要であるのかなというふうに考えておりま

す。 

 第一次事業費が約60億円、市、県、南海電

鉄との三者で負担していく。で、その事業費

の約60億円は環境影響評価等の調査費用や、

及び造成費用のみとなっているということで

あるわけですけれども、基金や起債を活用す

るといえども、先般からもおっしゃっていた

同僚議員からもありますように、財政健全化

に取り組んでいる本市としては大変大きな事

業であるのかなというふうに考えているわけ

でございます。それで、市民にもやはり広く

理解を得るためには、やはり見える化をして、

造成費用等や事業費、また、人件費といった

経費が明確にわかるような、特別会計を整備
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してはどうなのかなというご提案なんですけ

れども、起債を活用する関係上、特別会計の

整備が必要と考えますけれども、本市として、

今回の事業での特別会計を整備するご予定と

いうのはあるのかお尋ねします。 

○議長（中本正人君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）議員おっしゃ

られるとおり、今回の事業については起債を

充てていきますので、担当部としては、特別

会計を設置して整備しまして、議員が言われ

ますように、ちゃんとした経費を明確にわか

るように見える化に努めていく必要があろう

かと思います。これについてはまた内部で協

議しながら、特別会計については、できるだ

け立ち上げていきたいなというふうに思って

おります。 

 時期としては、平成31年度から造成事業が

始まって、その時点から起債を借りるように

なりますので、そのあたりが特別会計化とい

うことに、もしなるんであればなろうかと思

います。 

○議長（中本正人君）16番 岡本君。 

○16番（岡本安弘君）ありがとうございます。

やはり広く市民にもご理解いただくには、そ

ういう形で見える化を進めていくのが大事で

あると考えておりますので、どうかよろしく

お願いいたします。 

 それと、新たなあやの台北部用地の完成予

定は平成34年度末とまだ先であるわけですけ

れども、本格的に誘致活動に取り組むまでは

期間が少しあくのかなというふうに思うわけ

でございます。その間にも、近隣の市町村で

の企業誘致なんかも進むのかなというふうに

は思っておるわけでございますけれども、こ

の震災復興であったりとか、2020年の東京オ

リンピック開催等によって、今はこの第一次

事業期間に比べて工事金額というのが高騰し

ているというようなことも聞くわけでござい

ますけれども、本市の企業誘致としては、ピ

ンチに陥る部分も少し伺えるような気がする

わけでございます。しかし、完成予定が平成

34年度末ということですので、これまでのこ

の間というか、ピンチでなくて、チャンスに

するような戦略的な企業誘致を推進してほし

いなというふうに思うわけであります。 

 誘致企業である光栄ピーナッツが、はたご

んぼの粉末を使用して豆菓子を製造するとい

うような記事が、先日、新聞にも掲載されて

おったかと思うんですけれども、地元企業と

誘致企業が今後はマッチングし、コラボした、

新たな製品というものを開発していくという

ような戦略的な企業誘致というのを、今後は

担当部局だけではなくて、本市一丸となって

成功させていかないといけないのかなと。ま

た、この10年度の橋本市は、そうでなければ

破綻してしまうよというふうなことを私も思

いますし、そういうふうな話もちらほらと聞

くようなところでございますので、そのあた

りについてはきちっとマッチングというのも、

今後は考えていただけたらなというふうに思

います。 

 そこで、最後にちょっと市長にお伺いした

いんですけれども、財政状況が大変厳しい本

市にとって、この本事業を選択と集中の上か

らもどうお考えなのか。また、戦略的企業誘

致としての市長の思いについてご答弁いただ

いて、２項目めは終わらせていただきます。 

○議長（中本正人君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）岡本議員の質問にお答

えをします。 

 あやの台北部につきましては、私も非常に

悩みました。26年４月２日から着任をして、

もう秋には財政難やないかというのが明確に

わかってきた中で、内部でいろんな聞き取り

もし、いろんな協議をして、これやったら何
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とかいけるかということであやの台北部用地

の開発を決断してきました。確かに34年とい

うところにどうせなりますけども、基本的に

は造成を開始した時点から土地の販売に、企

業誘致室を中心に回らせます。その中で、若

干、東京オリンピックとかなってコストが上

がるんではないかというふうなお話も先ほど

からいただいています。それはあまり心配な

いんかなというふうに思っています。要は、

地元企業にも仕事を与えていくということに

なってきますし、造成の部分についてはそれ

ほど高くなるようなことにはならないのかな

というふうな認識を持っています。 

 ただ、工場建設についての材料の高騰とい

うのも考えられるのかなとは思うんですけど、

既に東京オリンピック終わっています。逆に、

そこまでにちょっと猶予があってよかったの

かなというふうな気もしていまして、一番大

切なことは、平米２万円以下にいかにして抑

えていくか。現状の数字を見ていますと、２

万円を超えると非常に売買が難しいというふ

うなこともありますので、そこをいろいろ工

夫しながら、やはり平米２万円で売れる、以

下で売れる企業用地を確保していくというの

が、まず一番の努力目標になってくると思い

ます。 

 先ほど言われた地元企業とのコラボという

のも、大変重要なことではありますし、私も

できたらそこの部分はしていきたいなという

ふうに思っていますが、ただ、それに関係す

る企業が、橋本市側に何があるのよという部

分も、今回、光栄ピーナッツがはたごんぼを

使ってくれるというのもありましたし、商品

を開発する会社でも橋本市の部分というのも

ありました。ただ、そしたら、パイル織物と

そこの企業とできるかというと、これもなか

なか難しい問題であります。この企業誘致の

目標は若者の雇用をいかに確保していくかと

いうことになってくると思いますし、できれ

ば、そういう大卒の子どもたちを雇用してく

れる、大学を卒業した子どもが橋本市へ帰っ

てくれるような企業を中心にできればいいの

かなというふうには思っています。 

 これは需要と供給のバランスがあるんで、

当市といたしましても、また土地を売ってお

金を積んでいくというふうな方法をとってい

きますので、売れなかったら全くの負債にな

ってしまいますので、そういうことがないよ

うに、できるだけ早いうちに売り切るという

ふうに考えています。確かに、地元の企業と

のコラボができる企業があれば探していきた

いと思いますし、研究機関であったり、薬品

会社であったり、今の製造業という部分にこ

だわらずに、幅広い視野を持って誘致を進め

ていきたいと。で、将来、明るい未来が開け

るように、そういう企業誘致をしていきたい

と考えています。 

○議長（中本正人君）次に、質問項目３、市

道等の維持管理に対する答弁を求めます。 

 建設部長。 

〔建設部長（塙阪 隆君）登壇〕 

○建設部長（塙阪 隆君）まず、修繕の必要

な道路の現状と対策についてお答えします。 

 市道の老朽化等により、毎年修繕の必要な

箇所数が増加しているのが現状です。修繕箇

所は職員によるパトロールや市民の方からの

通報等のほか、各区長から地元要望をいただ

き把握をし、現地確認を行った上で、危険度

及び緊急性から優先順位をつけて対応してい

ます。 

 また、限られた予算の中で、できる限り多

くの箇所で対応できるよう、工事を行う際は

安価で効果の高い工法等を提案するなどコス

トの縮減に取り組むとともに、簡易な内容で

あれば応急対応として職員直営で修繕を行う

こともあります。また場合によっては、原材
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料支給による地元施工での協力もお願いする

こともあります。 

 次に、草刈り等の維持管理についてお答え

します。 

 市道の草刈り等の維持管理については、主

要幹線道路をはじめ交通量の多い市道を中心

に、市内業者またはシルバー人材センターに

委託し対応しています。また、緊急を要する

場合などは、職員により直営で作業を行うほ

か、山間地域等においては地元の協力もお願

いしながら維持管理に努めています。 

○議長（中本正人君）16番 岡本君、再質問

ありますか。 

 16番 岡本君。 

○16番（岡本安弘君）部長、ご答弁ありがと

うございます。 

 財政が厳しいというのは私もわかっておる

ところでございまして、直営で修繕等も行っ

ていただいているのも私も拝見しております。

財政厳しい折、汗をかいていただているなと

いうふうには理解しておるわけですけれども、

この平成28年度当初予算において、工事請負

費が9,050万円あったろうかと思うんですけ

れども、この29年度当初予算では4,800万円ま

で圧縮されているわけでありますけれども、

ない袖は振れないと言われるかもわかりませ

んけれども、あまりにもばっさりと切り捨て

られているような感じがするんですけれども、

いかがですか。 

○議長（中本正人君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）お答えします。ま

ず、議員おただしの件でございますけれども、

土木費のうち道路の維持に要する経費の中に、

工事請負費というのがございます。これの平

成28年度当初が9,050万円ということで、平成

29年度の当初に提案させていただいておるの

が4,850万円ということで、約4,200万円減額

となってございます。これにつきましては、

この工事請負費の中の道路の修繕の工事分で

ございますけども、これが28年当初が6,000

万円であったものが、29年度当初で1,800万円

ということで、この差が先ほどの差というこ

とになるわけでございますけれども、この道

路の修繕工事につきまして、平成28年度なん

ですけれども、高野口区におきまして懸案と

なっておりました大規模な修繕工事、これを

実施するために、当初に5,000万円を計上させ

ていただきました。ということで、その分を

差し引きますと、28年度の道路の修繕にかか

る工事費というのが約1,000万円ということ

になります。これは前年27年度につきまして

も、だいたい同等の金額でございます。この

平成29年度当初につきましては、先ほども申

しましたように、この部分が1,800万円という

ことで、実質的には800万円増額ということに

なっておりまして、この形で市道の強化を図

っていきたいというふうに考えております。 

○議長（中本正人君）16番 岡本君。 

○16番（岡本安弘君）ありがとうございます。

大規模な回収の工事を実施したための工事費

が、5,000万円計上をされていたということで

理解させていただきました。ありがとうござ

います。 

 それと、財政は厳しい折なんですけれども、

荒れ地を耕し種をまいて芽を育てる、若者が

安心して住みたくなるまちをめざす本市にお

きまして、財政健全化の中、予算においても

大変厳しいのはわかっておるところでござい

ます。しかし、高齢者や子どもが安心して過

ごせるよう、通学路であったりとか、病院付

近は特に配慮していただきたいなと思うんで

すよね。優先順位というものがありますけど、

何をもって優先順位なのかというところもあ

りますので、その辺、私個人的な意見も含ま

れるわけですけれど、高齢者や子どもという

ところの道路というのは、予算が削減されて
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いる中でありますけれども、修繕必要箇所が

増加する、今後も増加するであろうというこ

とも予想される中で、予算内で賄えているの

かなというような不安に少し思っているとこ

ろなんですけれども、この修繕必要箇所とい

うのか、積み残しというのか、昨年度はどう

で今年度は1,600万円の中でどうなるのかと

いうのを、少しお尋ねいたしたいと思います。 

○議長（中本正人君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）修繕箇所につきま

しては、先ほども壇上でも申し上げましたよ

うに、地元からの要望等が最も多くて、そう

いう形で対応しているわけでございますけど

も、なかなか例年の予算の中では、要望いた

だいた分を全て消化するというのは難しい状

況でございます。できるだけ多くの箇所を修

繕するということで、直営での応急措置も含

めて努力をしているところでございます。 

 先ほど議員からもおただしありましたよう

に、高齢者の方、お子さんたちの安全確保と

いうことで、これまでも修繕箇所を選定する

際には、そうしたことも意識をしながら箇所

決定をしてきたわけでございますけども、今

後においても、十分そのあたりのところを考

慮しながら対応していきたいというふうに思

っております。 

○議長（中本正人君）16番 岡本君。 

○16番（岡本安弘君）厳しいことを言うわけ

でありますけれども、積み残しもやっぱりあ

るよというようなご答弁でございました。 

 その中で、少し他府県から本市にお越しの

方にお話を少し聞いたわけなんですけれども、

情景というのをちょっと想像していただけた

らありがたいんですけれど、その方が運転す

る車の前方を、子どもが自転車で同じ方向に

向かっておったと。で、市道を走っていたわ

けなんですけれども、対向車があったので自

転車を追い越すのをあきらめて減速されたそ

うです。すると、大きくその子どもが車道の

ほうにふらついてきたと。たまたま前方から

来られたので減速していたので、大事に至ら

なかったというようなお話を聞いたわけで、

その方がたまたま後続の車両がなかったので、

車を停止して道路をやっぱり見てみると、そ

のふらついた原因がやっぱり陥没箇所であっ

たというようなこともお話を聞きました。そ

の人がおっしゃるには、やっぱり急いでいた

ら、多分もう加速して追い越しているでしょ

うし、もしそうしていたら、また事故にもな

っていたのかもというようなひやっとした事

例をちょっとお伺いしたわけなんですけれど

も、先ほどからも何度も言わせていただいて

おりますように、財政は厳しい、また、予算

削減というのは、やはり仕方がないのかなと

いうふうには思うんですけれども、お金がな

いから修繕できない、直営でやっていただい

ておるのはわかっておりますけれども、やは

り事故が起こってからでは遅いのかなという

ところもあるわけであります。 

 部長にどうこうというか、何とかしてほし

いよというわけではないですけど、やはり、

いま一度、財政が厳しい中ででも、先ほども

言わせていただいたように、優先順位という

のをしっかりつけていただいて、道路補正、

直営でも汗をかいていただいている中で、必

要な予算というのはやはり補正でも上げてい

ただいて、せっかく他府県から本市に出向い

ていただいて、観光なり、いろいろレクリエ

ーションで楽しんでおる中で、やはり事故な

んかあったら、せっかく来てくれたのに、ま

た、もう行きたくないなというようなことに

なっても困りますし、そのあたり、必要な予

算というのは少しつけていただきたいなとい

うふうな希望を持っております。 

 この時期なんですけど、今度しっかりと安

心安全ということを担保する上からも、道路
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舗装や修繕工事を含め、その費用等々も含め

て、しっかりと考えていただいて、来てよか

ったよというふうなことを言ってもらえるよ

うな本市になっていただきたいなということ

を強く要望いたしまして、本日の質問は終わ

らせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（中本正人君）16番 岡本君の一般質

問は終わりました。 

 この際、２時30分まで休憩いたします。 

（午後２時17分 休憩） 

     


